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 ３ 月 事 業 報 告  

６日 年度末工事現場パトロール（西多摩分会） 

７日 広報委員会１６４号編集発行 

１７日 総務委員会 

１９日 理事会 

２２日 第２回あきる野地区委員会 

  ４ 月 事 業 計 画  

４日 第３回あきる野地区委員会 

１１日 広報委員会１６５号編集発行 

１５日 総務委員会 

２１日 理事会 

 

◇ 

お 

知 

ら 

せ 

◇ 

  

◎
平
成
二
十
年
度
通
常
総
会
開
催 

日
時 

五
月
十
四
日
（
水
） 

午
後
三
時
～ 

三
階
会
議
室 

懇
親
会
を
午
後
六
時 

よ
り
開
催 

所
・ 

青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ふ
よ
う
の
間 

会
費 

一
人 

五
千
円 

 

 
 
 

 

地
区
委
員
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
年
度
末
で

の
委
員
会
発
足
、
何
か
と
忙
し
い
そ
の
中
で
の
活
動

計
画
の
リ
サ
ー
チ
等
、
現
在
の
と
こ
ろ
思
う
よ
う
に

進
ん
で
い
ま
せ
ん
が
引
き
続
き
進
め
て
行
き
ま
す
。 

 
地
域
建
設
業
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
景

気
状
況
の
な
か
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳

し
く
な
る
一
方
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
改
め
て
地
域
の
住

環
境
・
生
活
基
盤
の
整
備
を
担
う
役
割
を
認
識
し
、

地
区
委
員
会
と
し
て
の
「
地
元
力
」
を
活
か
し
た
活

動
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

委
員
全
員
が
「
西
建
協
・
若
手
経
営
者
の
会
」
の

会
員
で
も
あ
る
の
で
新
し
い
視
点
・
発
想
・
創
意
を

期
待
し
て
、
ま
た
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
委
員
長
と
し
て
微
力
な
が
ら
委

員
会
運
営
に
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「
あ
き
る
野
地
区
委
員
会
」
発
足
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

上 

坂 
健 

一 

西
建
協
だ
よ
り
一
六
三
号
（
二
月
号
）
の
お
知

ら
せ
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
先
般
の
理
事
会
で

承
認
さ
れ
、
こ
の
度
「
あ
き
る
野
地
区
委
員
会
」

が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
第
一
回
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
委
員
長

に
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

あ
き
る
野
地
区
に
は
「
あ
き
る
野
市
建
設
サ
ー

ビ
ス
協
会
」
と
言
う
協
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
十
八
年
に
解
散
と
な
り
二
年
余
り
が
経
ち
ま

し
た
。
そ
の
間
、
あ
き
る
野
地
区
の
業
者
間
の
交

流
は
と
言
う
と
西
建
協
の
活
動
の
中
で
機
会
が

あ
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。
そ
ん
な
交
流
の
中
で
、
や

は
り
一
つ
の
纏
り
を
持
っ
た
形
が
必
要
で
は
な

い
か
と
言
う
意
見
か
ら
こ
の
度
の
委
員
会
発
足

に
至
り
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
若
葉
マ
ー
ク
の
、
あ
き
る
野
地
区
委

員
会
の
平
成
二
十
年
初
年
度
事
業
活
動
計
画
と

し
て
次
の
三
つ
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

①
災
害
支
援
対
策
の
確
立 

現
在
災
害
時
に
お
け
る
地
区
行
政
と
の
連
絡

体
制
が
な
い
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
の
確
立
を

基
に
支
援
活
動
全
体
の
確
立
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 

②
委
員
の
資
質
向
上
、
情
報
交
換
の
促
進 

職
業
訓
練
体
験
、
他
あ
り
ま
す
が
リ
サ
ー
チ
、

検
討
中
で
あ
り
ま
す
。 

③
地
域
貢
献
の
促
進 

 

防
災
訓
練
へ
の
協
力
、
稚
魚
の
放
流
、
他
あ

り
ま
す
が
リ
サ
ー
チ
、
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。 

   

   

 

４月１日加入の賛助会員名簿  
          （６社加入され、４７社） 

東生コン工業㈱      ☎04-2964-2237 

       生コンクリート製造・販売 

㈱エニックス青梅営業所   042-597-3231 

       建設機械器具・車両のレンタル   

太平洋プレコン工業㈱    042-551-0863 

      コンクリート二次製品、製造販売 

㈱タ ク ト         03-3220-8400 

      基礎工事 杭、山留他 

そうしんホール青梅     0428-32-4444 

葬祭業（催事一般） 

東日本建設業保証㈱  新宿支店 

            03-3340-2451 

＊賛助会員規約並びに賛助会員加入申込書は 

組合事務局にございます。ご説明申し上げ 

ますのでご検討宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

作
業
関
連
疾
患
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
及
び
災
害
性

の
腰
痛
等
の
職
業
性
疾
病
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で

す
。 

 

当
署
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
計
画
の
下
、
今
年
度 

も
労
働
災
害
の
着
実
な
減
少
に
向
け
て
、
災
害
等
が 

多
発
し
て
い
る
業
種
を
重
点
に
諸
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
が
、
特
に
建
設
業
に
対
し
ま
し
て
は
、

建
設
現
場
に
お
け
る
墜
落
・
転
落
災
害
が
増
加
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
中
小
建
設
現
場
に
対
す
る
着

工
時
指
導
等
の
強
化
、
現
場
及
び
本
社
等
が
連
携
し

た
自
主
的
な
リ
ス
ク
低
減
活
動
の
普
及
・
定
着
等
の

指
導
に
よ
り
、
墜
落
死
亡
災
害
の
二
〇
％
減
少
に
向

け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
経
営
首
脳 

者
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
労
働
者
も
含
め 

関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま
た
、
本
社
と
傘
下
の 

事
業
場
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
組
織
的
な 

安
全
衛
生
活
動
が
「
自
主
的
」
に
、
か
つ
、「
継
続 

的
」
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
仕
組
み
の
構
築
と

活
性
化
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
変
わ

ら
ぬ
ご
理
解
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

    

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
組
合
員
の

皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
労
働
基
準
行
政
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
労
働
基
準
行
政
の
最
重
点
課
題
は
労

働
災
害
の
防
止
で
す
が
、
昨
年
の
当
署
管
内
の

労
働
災
害
の
発
生
状
況
は
、
平
成
十
八
年
に
比

し
、
全
産
業
で
一
六
・
一
％
の
減
少
、
建
設
業

に
お
い
て
も
一
五
・
四
％
の
大
幅
な
減
少
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
労
働

災
害
防
止
に
対
す
る
不
断
の
努
力
の
賜
と
敬
意

を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
、
管
内
の
死
亡
災
害
は
、
三
件
と
十
八

件
に
比
し
一
件
減
少
し
ま
し
た
が
、
三
件
の
内

二
件
が
建
設
業
に
お
い
て
発
生
し
て
お
り
憂
慮 

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、
第
十
一
次
労
働
災

害
防
止
五
ヶ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

東
京
労
働
局
の
こ
の
計
画
の
目
標
は
、
第
一
に

死
亡
災
害
、
死
傷
災
害
の
減
少
で
、
計
画
期
間

中
、
死
亡
災
害
、
死
傷
災
害
い
ず
れ
に
お
い
て

も
明
確
に
減
少
傾
向
と
さ
せ
、
最
終
年
で
あ
る

平
成
二
十
四
年
に
お
い
て
、
第
十
次
労
働
災
害

防
止
計
画
最
終
年
で
あ
る
平
成
十
九
年
に
比

し
、
死
亡
者
数
を
二
十
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ

と
及
び
死
傷
者
数
を
十
五
％
以
上
減
少
さ
せ
る

こ
と
で
す
。 

第
二
に
、
労
働
者
の
健
康
確
保
対
策
及
び
快

適
職
場
の
形
成
で
、
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障

害
、
職
場
の
ス
ト
レ
ス
等
に
よ
る
健
康
障
害
等 

  

合格集中ゼミのご案内 

日建学院 立川校 

１級土木施工管理技術検定試験（学科） 

（２日間の受験講習+公開模擬で集中学習） 

：講習会会場は西建協・３階となります。 

  希望者は、組合事務局まで連絡下さい。 
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創業３０年 

 誠実 迅速をモットーに  

有限会社 丸 善 産 業 

 〒190-1221 西多摩郡瑞穂町箱根ヶ崎西松原５７－１ 

   ℡  ０４２―５５４－５９２９ 

      ０４２―５５７－６１７１ 

 ＦＡＸ ０４２―５５７－６１８１ 

 

有限会社 丸 善 産 業 

             代表取締役 小 林 廣 行 

仲春の候、西多摩建設業協同組合の皆様にはますます御清栄

のことと御慶び申し上げます。 

日頃は大変お世話に成り厚くお礼申し上げます。 

 この地域で土木建設機械の修理、販売、レンタルの業務を始

めて早３０年…… 

これからも社員一同、力を合わせてお客様のニーズに合った、

極めの細やかなサービスを心掛けて参りたいと存じます。 

 今後ともどうぞ、宜しくお願い申し上げます。 

 

賛助会員ＰＲコーナ №３ 

 

◇ 特 集 ◇ 多摩川に掛かる橋  第１６回 

◎奥多摩橋 

青梅で最も高い橋。このあたりは古くは鎌倉街道秩父道が通じて八王子方面にぬける交

通の要所であった。渡しが連絡の手段であった。青梅鉄道が大正九年に二俣尾まで開通し

たこともあって近隣のむらむらから架橋の運動が始まり昭和１１年に着工となった。 

近くに海禅寺、対岸にわたり吉川英治記念館・吉野梅郷などがあり行楽客の通行も多い。 

 

羽村橋より玉川上水の桜並木 

 

上路式鋼アーチ橋です。奥多摩地域にある橋として                

は比較的古い橋で、深い渓谷に美しいシルエットを                

見せています。平成２年に歩道部分の拡幅がされま                

したが、赤い石が敷き詰められたカラフルな歩道が                

特徴的。車道はセンターラインがなく、かなり狭い。 

主要部はアーチ構造ですが、橋脚より端の部分は                

下路トラスを上下に反転（左の写真）したような、

魚腹トラスという珍しい構造になっています。橋の

北側は単連ですが、南側は２連になっています。 

 橋種：道路橋 橋長＝177.2ｍ 

幅員＝4.5ｍ   

構造：アーチ橋・トラスト橋  上路 ２主 

下部：橋台２基 橋脚３基  

施工年月：昭和１４年３月（平成２年歩道整備）      

水面まで 38ｍ 

             

 

《 ３月１９日 理事会報告》 

①報告事項 

  ・建設会館３階会議室使用 

（日建学院 立川校）   

・委員会報告 

  ・労働安全指導者選任 

・その他 

②審議事項 

・賛助会員４社承認の件  

・定款変更・役員改選の件 

・１９年度決算並びに２０年度予算の件 

  ・総会運営（資料確認・懇親会）の件 

 

好文橋は歩行者と自転車しか通れません。右岸に西中学校が設立され二俣尾・

沢井地区からの通学には、多摩川の底にある危なげな板橋を渡っていた。橋の

完成により父兄の悩みであった通学路の危険は解消した。後は、学校が好きに

なり、良い成績を修めるよう願う親心が「好文橋」と名付けた。 

 

◎好文橋 

 

中学生の往来のほか、近隣の住民 

・吉野梅郷や国保保養所「おくたま 

路」への来訪者等の通行が多い。 

橋種：人道橋    

構造：アーチ橋 上路 直 

   鋼管 ヒンジ 

橋長＝138.0ｍ  歩道＝3.0ｍ    

施工年月：昭和５０年 3 月  

水面まで 20ｍ  

（次回は、神代橋・和田箸です） 

 

 

 

 


